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道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス地域実験協議会 

設立趣意書 

 

 

１．設立の趣意 

中山間地域では超高齢化が進行しており、日常生活における人流・物流の確

保が喫緊の課題となっている。 

一方、「道の駅」については、全国に設置された１,１４５箇所のうち約８割

が中山間地域に設置されており、物販をはじめ診療所や行政窓口など、生活に

必要なサービスも集約しつつある。 

国土交通省では、こうした道の駅など地域の拠点を核として、著しく技術が

進展する自動運転車両を活用することにより、 

①買い物や通院など高齢者の生活の足の確保 

②宅配便や農産物の集荷など物流の確保 

③観光への活用や新たな働く場の創出 

など、地域生活を維持し、地方創生を果たしていくための路車連携の移動シ

ステムを構築することを目指して、今年度より地域での実証実験に取り組むこ

ととしている。 

ＦＳ箇所として選定された、道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス

実証実験を円滑かつ効果的に実施するため、実験実施計画の検討、実験の実施

及び実験結果の検証等を行うことを目的として、本地域実験協議会を設立する

ものである。 

 

２．地域実験協議会 名簿別紙のとおり 

 

３．主な議案 

・実験実施計画の検討 

・実験実施に係る関係機関との調整 

・実験の実施及び実験結果の検証 

・その他、地域実験協議会が必要と認める事項 

 
平成３０年１２月３日 



                              資料４ 

 

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス 

地域実験協議会 規約（案） 

 

（名称） 

第１条 本会は、道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス地域実験協議会」 

（以下、「地域実験協議会」）と称する。 

 

（目的） 

第２条 地域実験協議会は、道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス実証実 

験が計画的かつ効率的な準備・検討の推進が図られるよう、必要な検討と調 

整を行うことを目的とする。 

 

（検討調整事項） 

第３条 地域実験協議会は、次の事項について検討と調整、検証を行う。 

（１）実験実施計画の検討 

（２）実験実施に係る関係機関との調整 

（３）実験の実施及び実験結果の検証 

（４）その他必要な事項 

 

（構成） 

第４条 地域実験協議会の委員は、別紙の委員で構成する。 

２．委員の追加・変更は、地域実験協議会の承認を得るものとする。 

 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、地域実験協議会での検討と調整、検証が完了するまでとす 

る。 

 

（会長） 

第６条 地域実験協議会の会長は、地域実験協議会委員の中から互選により充てる。 

２．会長は、地域実験協議会の会務を総括する。 

３．会長が職務を遂行できない場合は、予め会長が指名する委員が、その職務 

を代理する。 

４．会長は、必要に応じて委員以外の関係者の出席を求めることができる。 



（地域実験協議会の運営） 

第７条 地域実験協議会は、会長の発議に基づいて開催する。 

２．地域実験協議会は、運営にあたり必要な資料等を事務局に求めることがで 

きる。 

 

（守秘義務） 

第８条 委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはなら 

ない。また、その職を退いた後も同様とする。 

 

（地域実験協議会の公開について） 

第９条 地域実験協議会は、原則として公開とする。ただし、実験の検証内容等 

おいて個人情報に関する内容が含まれるもの、実験車両の仕様や性能におい 

て車両提供者等が非開示とするもの等、公開に相応しくない事項については、 

会長の了承を得て、非開示とすることができる。 
 

（事務局） 

第１０条 事務局は、国土交通省中部地方整備局岐阜国道事務所管理第二課、 

郡上市明宝振興事務所に置くものとする。 

 

（その他） 

第１１条 この規約に定めるもののほか、必要な事項はその都度協議して定めるも 

のとする。また、本規約の改正等は、出席委員の過半数の賛同をもって行 

うことができるものとする。 

 

（付則） 

１． この規約は、平成３０年１２月 ３日から施行する。 

        平成３０年 １月２２日一部改訂 
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１．自動運転の最近の話題



１． 「中間とりまとめ（案）」のポイント 3

出典：中山間地域    道 駅等 拠点   自動運転       検討会（国交省） 中間報告（第６回（2018年12月17日））

○平成２９年度に全国１３箇所で実施した短期間（１週間程度）の実証実験を通じて明らかになった課題を整理するとともに、

○長期間（１～２か月）の実証実験を通じた２０２０年までの社会実装のために必要な取組みと、２０２０年以降の全国展開に向けた方向性を示す。

１．とりまとめ方針

２．課題と解決への方向性

○道路における走行空間の確保のための基準等の検討
○中山間地域における自動運転サービス導入ガイドライン

３．タイムライン

（１）自動運転に対応した道路空間活用について

（２）自動運転車両技術・運行管理について

（３）ビジネスモデルの構築について

○ 歩道がなく路肩も狭い区間では、歩行者・自転車や
路上駐車車両を検知し、手動操作が発生

○ 一般車両との混在区間では、低速で走行する車両
の場合、後続車の追い越しや滞留が発生

○ 道の駅等の拠点においては、歩行者や二輪車等が
輻輳し、手動操作が必要となる場合が発生

○ 走行位置によっては、沿道の植栽・雑草や道路脇の
落雪・排雪等を検知し、手動操作が発生

○ 貨客混載や高齢者福祉、観光等との多様な連携が
可能であることを実験やヒアリングを通じて確認

○ 自動運転導入の効果を明確にし、採算性や持続可
能性の具体的な検証が必要

※当面は乗務員の乗車による運行監視が必要

○ 運営体制の具体化が必要

○ 自動走行に対応した道路空間の確保
のための基準整備、管理水準の規定

○ 事業の運営主体等があらかじめ定め
る「走行環境条件」※の設定にあたっ
て必要な検証項目の設定

○ 時間帯による専用空間化や円滑な交
差点の走行等のための新技術の開発

【長期の実証実験を通じた取組み（～２０２０年）】 【全国展開に向けた取組み（２０２０年～）】

○ 路車連携技術を活用し安全・円滑な自動走行
の必要とする地形・気象条件等の確認

○ 提供するサービス（福祉、物流等）に応じた車両
機能の改善、運行形態の検討（デマンド等）、牽
引車など輸送能力の確認

○ リアルタイムのモニタリングシステム（必要な通信
機器等）、事故等への対応手順の構築

○ 路車連携技術で活用する電磁誘導
線等の法的位置付けの明確化

○ ３次元地図データを活用した自動走
行のための、地図更新の方法の検討

○ 中山間地域の多様なニーズに応じた
車両の性能（走行速度、輸送能力等）
の検討と導入

○ 運営主体・体制の構築
※ボランティアによる運行支援の仕組みを含む

○ 将来需要、地元企業・自治体からの支援内容、
コストを踏まえた持続可能性の具体的検証

○ 既存の福祉輸送サービスやコミュニティバス等
との連携・役割分担、自家用有償輸送登録に向
けた地元調整

○ 地域特性や事業に応じた導入・実施
スキーム等の検討のための「自動運転
サービス導入ガイドライン」策定

○ 自動運転サービスの導入・運営への
支援制度や既存補助制度の活用検討

[走行空間の確保・周知]
○ 中山間地域の道路の特性を活かした専用・優
先の走行空間の確保方策の整理、基準の検討

○ 混在区間における自動運転車両の走行空間の
明示方法の統一や地域への周知、理解の醸成

○ 拠点における走路明示、乗換スペース確保

[自動運転に対応した道路管理]
○ 車両や地域特性に応じた道路管理者による維
持管理方法の整理、管理水準のあり方検討

○ 地形や気象条件（雪や濃霧等）によってはGPSの不
感や車両センサーの誤検知等、円滑な走行に支障

○ 車両技術への信頼性は高いが、車両構造やブレー
キ操作改善、荷物運搬スペースの更なる確保等課題

○ 事故や車両不具合等への対応を懸念する意見あり

※自動走行が可能な道路や気象、速度等の走行条件

（２０１９年～）
○全国における長期間の実証実験の検証結果を踏
まえ、自治体や有識者の意見を伺いながら検討

（２０２０年～）
○基準やガイドラインの策定、実証実験を実施
していない地域への展開、導入支援



１． 「中間とりまとめ（案）」のポイント 4

出典：中山間地域    道 駅等 拠点   自動運転       検討会（国交省） 中間報告（第６回（2018年12月17日））



5

２．自動運転実証実験の計画（案）



１．実証実験の概要 6

■実験目的
〇超高齢化 進行  中山間地域    人流 物流 確保    自動運転     導入 
目指し、実証実験を実施する。

〇自動運転     社会実装 向   道路 交通 地域環境     社会受容性 地域 
 効果等 内容    検証 行  

■実験期間
 一般車両  混在区間 ＋ 自動運転車専用 区間 における走行：6日間実施

○道 駅 明宝  拠点   自動運転    実証実験  年度内 一週間実施
○ 一般車両  混在区間   走行 基本   一部     自動運転車専用 区間  設置  走行 実施

〇一般車両  混在区間
ドライバー 運転席 乗車  状態で加速、操舵、制動を全てシステムが自動で実施
（緊急時にはドライバーが制御）

〇自動運転車専用 区間
専用区間を設け       運転席 乗車  状態で加速、操舵、制動を全てシステムが自動で実施
（緊急時にはドライバーが制御）



２．自動運転サービスの将来のビジネスモデル（案） 7

高齢者等
（明宝気良地区）

生産者
（明宝気良地区）

明宝医院

郡上市

地域住民 地域の施設 想定される収入
（将来）

農産品輸送

・輸送料金

・ 補助金等

送迎 ・運賃収入

運営
主体

○高齢者等の送迎による外出機会（買物等） 増加 通  関係企業等   協力金   運行支援
〇貨客混載による道の駅から地域の買い物困難者への商品配送、道の駅への農産物輸送   利便性確保
〇高齢者等を道の駅「明宝」や病院等へ送迎し、高齢者の日常的な生活の足を支援

道の駅
「明宝」

（食品・日用品の買物）
※生活支援のための機能強化

（通院・介護活動等）
・関係企業等からの
協力金

道
の
駅

公
共
交
通
事
業
者

新
会
社※

or

or

地域消費者
（明宝気良地区）

日用品配送

※新会社（公共交通事業者、道の駅指定管理者等で構成を想定）

明宝振興事務所
明宝コミュニティーセンター
明宝デイサービス



３．実験車両 8

○          株式会社 開発  自動運転車両 使用
○自動運転実験車両  3次元地図情報          等  収集  情報 基   走行  



４．実験シナリオ及びダイヤ 9

■運行    

 運行       一般車両  混在区間 自動運転車 専用区間 実施
 運行時間帯  9時 15時 間  既存 自主運行       影響   時間 活用  走行

運行
日数 運行    乗車

ﾓﾆﾀｰ 本数
運行   

8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

6日
一般車両  
混在区間＋
自動運転車 
専用区間

あり 6本

平日 自主運行  
（気良線） ‐ 3本

※日曜・祝日は運休

自主運行  （気良線）   
（明宝中学校前 発着）

自動運転ダイヤ
（道の駅 発着）

一般モニター数 約50人 を目標
必要便数 約50人/2人 便=約25便



５．走行   10

道の駅「明宝」 ⇔コミュニティセンター⇔集荷場
などの拠点を結ぶルート

実験
ルート

走行延長

走行方法

走行延長：約6.7km
 一般車両  混在区間：約6.0km
 自動運転車専用 区間：約0.7km

①自動運転車専用 区間 走行
・緊急時にはドライバーが制御

②混在交通（公道）を走行
 一般車両  混在区間
・緊急時にはドライバーが制御
③走行   内 乗客移送 荷物運搬 実施

国土地理院

往路
復路

自動運転車専用 区間
一般車両  混在区間
旧ルート（第1回協議会案）
停留所

走行   
【自動運転車専用

の区間】
約0.7km

走行   
【一般車両  
混在区間】
約6.0km

下田口
（集荷場）

関上
（集荷場）

布平
（歴史民俗資料館）

柏尾

明宝小学校前

気良口

明宝医院

道の駅「明宝」

・コミュニティーセンター
・デイサービス
・明宝振興事務所



６．自動運転実証実験 ①運行シナリオ 11

〇往復約6.7km 走行    約35分程度 走行

④明宝医院③布平② コミュニティセンター① 道の駅明宝

※国道は30km/h、市道は20km/h 走行   想定

③②①

一般車両  混在区間
自動運転車専用 区間

2分

1分 2分 1分 2分 1分 2分

2分 3分

6分

1分2分1分

道の駅
明宝 気

良
口

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
明
宝
振
興
事
務
所

明
宝
小
学
校
前

布
平

下
田
口

関
上

柏
尾

明
宝
医
院

約35分（往復）

③

④

明宝医院バス停

布平バス停

※走行速度 停留所  停車時間等 考慮 運行時間     精査



写真１

写真３
写真２

６．自動運転実証実験 ②自動運転車専用 区間：走行   12

〇柏尾 下田口間 一部 「自動運転車専用 区間」走行 実施

国土地理院

写真１
（走行開始地点）

自動運転専用の区間

写真２
（中間地点）

自動運転専用の区間

自動運転専用の区間

写真3
（走行終了地点）

下田口
（集荷場）

関上
（集荷場）

柏尾

自動運転車専用 区間
一般車両  混在区間
停留所



６．自動運転実証実験 ③貨客混載 13

○道の駅明宝、明宝振興事務所              地域住民 移送 行 
○地元農家   農林産物 集出荷場所 設置  道の駅物産館「新鮮市め      出荷 行 
○運搬用のボックスを自動運転車両内 設置  郵便物等荷物 運搬 活用  

①集荷

貨客混載 農林産物集出荷

③集荷場から
自動走行 商品運搬

②集荷

道の駅「明宝」

下田口

関上

地域内の2箇所に集荷場所を設置し、集荷時間等を定め道
の駅物産館へ出荷

④荷卸

配送例
郵便局より提供されたBOX 自動運転車両内 設置  食料品等 配送
道 駅 南      長谷     実証実験  実施

自動運転車両

運搬用のＢＯＸ



７．実証実験の安全対策 14

〇一般道 通行可能 基準 満   車両を使用
<自動運転時>

〇3次元地図及び事前に取得した3次元点群データを用い照合を
行 自己位置 特定 走行

〇LiDAR（光を用いたレーダー）、カメラ等による障害物検知機能
〇訓練を受けた操作員を同乗させ、異常時  緊急停止させる
＜手動運転時＞

○後続車両  配慮  運行

■車両側 安全対策

〇案内看板、バリケード、カラーコーン等により、人 車などに迂回等
  協力  願   

〇回転灯や路面標示   一般車両 注意喚起 行 

■自動運転車専用 区間 安全対策

■安全 見学   場所 設定
〇安全 実験 見学    見学   を設定
〇通過   上  見学をしないように広報等でお願いする

案内看板（イメージ）

自己位置推定

周辺環境認識

付近の車両へ迂回
等の協力を促すため、
看板を設置

自動運転車両が
走行中であること
を知らせるため、
回転灯を設置

自動運転車が
走行中に点灯

一般車両への注意喚起
のため、路面標示を設置

自
動
運
転
車
両

走
行
区
間

●月●日（ ）
～●月●日（ ）
○:○～○:○

実証実験中

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局
岐阜国道事務所 tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所 tel:0575‐87‐2211

迂
回
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
動
運
転
車
両

走
行
区
間

●月●日（ ）
～●月●日（ ）
○:○～○:○

実証実験中

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局
岐阜国道事務所 tel:058‐271‐9811
郡上市明宝振興事務所 tel:0575‐87‐2211

迂
回
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注意喚起（イメージ）



７． 実証実験の安全対策 自動運転車専用 区間 15

案内看板(イメージ)

〇立 看板：11枚
 走行   周辺 立 看板 設置
 地域住民 道路利用者 対  実証実験実施期
間 走行    実証実験 案内を実施

日
頃

看板

自動運転車専用 区間
一般車両  混在区間

自
動
運
転
車
両

走
行
区
間

●月●日（ ）
～●月●日（ ）
○:○～○:○

実証実験中

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局
岐阜国道事務所 tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所 tel:0575‐87‐2211

迂
回
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道の駅「明宝」を拠点とした
自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所
tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所
tel:0575‐87‐2211



７．実証実験の安全対策 一般車両  混在区間 16

〇起終点の道の駅、コミュニティセンター、明宝医院には、交通誘導員を配置
〇沿道 乗降場   立 看板 設置 立 看板   実証実験実施期間 運行時間等 案内 実施

誘導員

停留所

道の駅
明宝

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所
tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所
tel:0575‐87‐2211

下田口
（集荷場）

関上
（集荷場）

布平
（歴史民俗資料館）

柏尾

明宝小学校前

気良口

明宝医院

道の駅「明宝」

・コミュニティーセンター
・デイサービス
・明宝振興事務所

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所
tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所
tel:0575‐87‐2211

案内看板

停留所（    ） 案内看板（イメージ）

平成31年●月●日（●）
●月●日（●）
●月●日（●）
●月●日（●）



７．実証実験の安全対策 道の駅敷地内 17

〇道の駅の軒下を待機所として活用し、乗客 乗降 行 
〇道 駅敷地内 利用者 対 交通誘導員による誘導を実施

：誘導員

：案内看板

〇乗客の待機場所、乗降場所、寒さ対策、
アンケート回答場所、荷の積み下ろし、
道の駅と要調整

車両入口
案内看板（イメージ）

写真1

写真２

車両待機所

車両出口 道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局
岐阜国道事務所 tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所 tel:0575‐87‐2211

車両待機所

 情報棟（観光案内所） 乗車受付
 乗車      情報棟横     施
設（自動販売機設置箇所）で待機

情報案内棟

テナント

写真１

写真2



８．実証実験モニターの募集 18

〇モニターは 実験実施日及 運行       決定後、郡上市を通じて選定
〇原則、郡上市内（明宝地区周辺を中心に）にお住まいの方を約70名選定
〇一般乗車    ：停留所 乗降 行      調査  協力    
〇貨客混載の実証モニター：停留所等 荷物 受配送 行      調査  協力    

属性 募集方法 停車場  乗降 アンケート・同意書の配布・回収方法

一般乗車 郡上市選定 全  停車場 乗降 可能
・事前にポスティング等により配布
 自動運転車両乗車後 降車  停車場 回収
（後日、郵送等にて回収する方法も検討）

貨客混載 郡上市選定 道の駅等指定場所での
荷物の受配送 ・実験後にアンケートを実施

・募集要件（必須はすべて、その他は１つ以上を満たす方）

《必須》

・郡上市明宝地区に在住または、勤務もしくは通学する方
 小学校高学年以上 方
・社会実験参加同意書へご署名いただける方
      調査  協力     方

《その他》

 ５０ ８０歳代 方 【優先的に選定】
・運転免許を返納された方、または、将来、返納予定の方
・道 駅 利用     方
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３．地元への周知方法



○「実証実験のお知らせ」  実証実験 伴 通行方法の周知」の広報チラシを回覧いただき、周知を図る。
○道の駅や市役所において、広報チラシを設置（約●,000部）
○ホームページによる実験案内を実施

１．地域への周知方法 20

実証実験のお知らせのチラシ（イメージ） 実証実験 伴 通行方法 周知   （    ）



1．地域への周知方法 21

○周辺住民     （自治会内  回覧）   広報 行  周辺住民 安全確保 図  
○岐阜国道事務所、岐阜県、郡上市の各ホームページに公道実証実験に関する情報を掲載する。

広報手法 内容

チラシ回覧
（対象地域周辺自治会）

実施概要 実施期間 実験    運行時間 等 記載

チラシ配布
（市役所、市内公共施設）

実施概要 実施期間 実験    運行時間 等 記載

ホームページ掲載
（岐阜国道事務所、岐阜県、

郡上市）
実施概要 実施期間 実験    運行時間 等 記載

■広報計画
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４．主な検証項目



１．実験での検証内容
項目 実験において検証する内容

①道路 交通

○相互 円滑 通行    道路構造 要件 ○自動運転 必要   道路 管理水準
 後続車 追越 対向車 離合 考慮した幅員 ・除排雪や凍結防止剤の散布等
 見通  悪 交差点 信号  交差点 通行  路肩駐停車車両
○混在交通の対応
 狭隘区間  対向車との擦れ違い  後続車 追 越 

②地域環境 ○積雪等    ＬｉＤＡＲ 検知能力
③コスト ○車両 維持管理   
④社会受容性 ○輸送サービスの受容性 ○周辺交通への影響、自動運転技術への信頼性

⑤地域への効果

○円滑 地域内物流 支援
・集荷場から道の駅への野菜、加工品の配送実験（貨客混載輸送）
○郵便物 集荷 配送 利便化
○高齢者の外出機会の増加
 役場  行政手続  病院  通院 道 駅  買 物等  移動支援
○運営主体のあり方
・自治体や交通事業者等の役割分担
○採算性確保の方策
 将来 利用   （支払意思額 求         等）
・地元の食材を使った加工品、農作物の出荷機会の拡大可能性（農産物出荷組合）
 将来 地域 協力体制（八幡観光   ＮＰＯ法人  里めいほう、等）
○他事業との連携
・実験参加者の将来参入ニーズ（明宝マスターズ、明宝観光協会、等）
・新たな連携先のニーズ

23



24



25

凡 例

◎問題なく走行が確認された事象/〇車両の正常な判断に基づく事象（円滑な走行のためには解消されることが望ましいもの）/ 円滑な走行のために解決すべきもの

項目 平成29年度実験で確認された主な事象

道路構造

線
形
◎道路線形に左右されず円滑に走行

（山間部の走行において、つづら折れの厳しい線形でも円滑に走行）

勾
配

◎道路勾配に左右されず円滑に走行

（山間部の走行において、急勾配区間でも円滑に走行）

〇急勾配を障害物として認識する場合あり

幅
員
〇歩道がなく路肩も狭い区間では、歩行者・自転車を検知し、走行

停止や手動運転で回避の場合あり

交
差
点

〇信号の無い交差点においては進入する他車との譲り合いや検知が

発生し、走行停止や手動運転で回避の場合あり

〇見通しの悪い交差点等では、あらかじめ手動運転とする場合あり

【平成29年度実証実験で確認された技術面の事象】
・平成29年度の実証実験13箇所において、実験中に発生した自動運転の停止、手動運転
介入などの事象を把握。今年度も同様の項目について事象の把握を行う。

実証実験における技術面の検証
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凡 例

◎問題なく走行が確認された事象/〇車両の正常な判断に基づく事象（円滑な走行のためには解消されることが望ましいもの）/ 円滑な走行のために解決すべきもの

項目 平成29年度実験で確認された主な事象

道路管理

植栽
〇走行位置の設定によっては、沿道の植栽・雑草（又は道路区域にはみ出

した植栽・雑草）を検知して走行停止や手動運転で回避

積雪
◎積雪・圧雪状態でも円滑に走行（10cm程度）

●道路脇へ除雪した雪が走路阻害となる場合あり

混在交通
対応

対向
車

◎２車線区間では円滑に離合して走行

〇１車線等の狭隘な区間では、対向車を検知し、走行停止や手動運転で回

避の場合あり

後続
車

◎実勢速度で走行する場合は円滑に走行

〇低速走行の車両は、後続車の追い越し又は滞留が発生する場合があり
路駐
車両 ●路上駐車車両を検知した場合には、走行停止又は手動運転で回避

拠点空間
(道の駅）

ス
ペ
ー
ス

〇歩行者や二輪車を検知し、走行停止や手動運転で回避の場合あり

〇雪の場合には、駐車マスが見えず走路にはみ出した駐車車両を検知し

走行停止または手動運転で回避

実証実験における技術面の検証



実証実験走行       取得 行   事象（例） 27



実証実験走行       取得 行   事象（例） 28



実証実験走行       取得 行   事象（例） 29



実証実験走行       取得 行   事象（例） 30



実証実験走行       取得 行   事象（例） 31



実証実験走行       取得 行   事象（例） 32



評価 流 33



社会受容性の主な評価検証方法（案） 34



社会受容性の主な評価方法（案） 35
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５．今後のスケジュール



１．今後のスケジュール 37

○関係者の調整、実験環境整備を進め、実証実験実施に向けた準備を進める。
○実証実験を実施後、第3回協議会を開催し実験結果を報告する。
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

実証実験の計画について（案）

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス

地域実験協議会 事務局

【参考資料】

資料6



１. 自動運転実証実験の取組 ①自動運転とは 1

※1 平成26年実績 警察庁調 出典：国土交通省自動運転戦略本部（第1回会合）資料2抜粋

（１）国土交通省   交通事故 削減 少子高齢化   公共交通 衰退等  対応 渋滞 緩和 国
際競争力 強化等 自動車及 道路 巡 諸課題 解決 大  効果 期待   自動車 自動
運転     国土交通省   的確 対応     省内 国土交通省自動運転戦略本部 設置

（２）国土交通省自動運転戦略本部   自動運転実現   効果 以下    整理
■自動運転の効果



１. 自動運転実証実験の取組 ②自動運転のレベル 2

出典：国土交通省自動運転戦略本部（第1回会合）資料2抜粋

○自動運転は、システムによる監視とドライバーによる監視の分解（縦軸）と技術レベル（横軸）から、５段階
のレベルを設定



１. 自動運転実証実験の取組 ③自動運転実証実験の経緯 3

（１）国土交通省   超高齢化 進行  中山間地域    人流 物流 確保    道 駅  地域
の拠点を核とする自動運転サービスの導入を目指し、全国で実証実験を開始する

（２）実験環境や拠点性等を踏まえ、主に技術的な検証を速やかに実施するための道の駅５箇所、ビジネスモデルの高い実現
性が期待できる箇所等8箇所及  具体化 向               行 5箇所を選定

出典：中山間地域    道 駅等 拠点   自動運転       検討会（国交省） 中間報告（第６回（2018年12月17日））

■実証実験実施箇所



4

出典：中山間地域    道 駅等 拠点   自動運転       検討会（国交省） 中間報告（第６回（2018年12月17日））

１. 自動運転実証実験の取組 H29年実験実施状況（道の駅「赤来高原」（島根県飯南町））
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し、

出典：中山間地域    道 駅等 拠点   自動運転       検討会（国交省） 中間報告（第６回（2018年12月17日））

１．自動運転実証実験の取組 H29年実験実施状況（道の駅「たいら」（富山県南砺市））



２. 道の駅「明宝」 基本情報 6

《道の駅「明宝」の概要》 《位置図》

《全景写真》 《物産スペース》

○設置者：郡上市
○管理者：明宝振興事務所振興課
○指定管理委託：（株）明宝     
○所在地：岐阜県郡上市明宝大谷１０１５番地
○路線名：国道４７２号／せせらぎ街道
○供用：平成元年１２月２７日

（磨墨 里公園       ）
○面積： １７，０００㎡
○出荷農家数：１０５件

（  気良地区２５件）

道の駅「明宝」

道の駅「明宝」



3. 広報チラシ(案) 7

●月●日 ●月●日（土日 含 毎日）●:●● ●:●●

交通規制のお知らせのチラシ（イメージ）

実証実験に伴う通行時のお願い

1. 場所 2. 自動運転車通行ルート
(自動運転専用区間)

7. 問合せ先
道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会
国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所 tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所 tel:0575‐87‐2211

3. 実験実施日時

5. 自動運転の実証実験概要

郡上市明宝気良地区

国土交通省    技術 進展  自動運転車両 活用   
高齢者などの買い物や通院などの移動手段の確保等」を目指し
て、道の駅「明宝」を拠点とした自動運転に関する実証実験を
実施します。
自動運転は、地図情報やGPS、レーザーライダー等から収集し
 情報 基   走行         

日頃  道路行政  理解  協力                
  度 道 駅 明宝  拠点   自動運転     関  実証実験    郡上市明宝気良地
区    自動運転車両 優先的 通行  区間 設定      
地域 皆様    迷惑  不便           何卒 理解  協力         願 申
し上げます。

●月●日 ●月●日
●:●● ●:●●

6. 安全対策
実証実験   一般道 通行可能 基準 満   車両 
使用し、緊急時の制御のためにドライバーが乗車しています。
自動運転車 走行中     周辺    係員及 看板
による誘導 行 他 注意喚起   回転灯 路面標示 
設置します。

交通規制のお知らせのチラシ（イメージ）

実証実験のお知らせ
道の駅「明宝」を拠点とした自動運転に関する実証実験

1. 実験概要

国土交通省    技術 進展  自動運転車両 
活用した、高齢者などの買い物や通院などの移動手
段の確保等」を目指して、道の駅「明宝」を拠点とした
自動運転に関する実証実験を実施します。
自動運転は、地図情報やGPS、レーザーライダー等
  収集  情報 基   走行         

2. 実験期間

●月●日 ●月●日（土日 含 毎日）●:●● ●:●●

3. 運行及び乗車ルート

4. 問合せ先

道の駅⇒コミュニティーセンター
⇒気良口⇒明宝小学校前⇒
布平⇒柏尾⇒下田口⇒関上
⇒布平⇒明宝小学校前⇒
気良口⇒コミュニティーセンター
⇒明宝医院⇒道の駅

道の駅「明宝」を拠点とした自動運転サービス協議会
国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所 tel:058‐271‐9811
郡上市 明宝振興事務所 tel:0575‐87‐2211

運行
日数 運行    乗車

ﾓﾆﾀｰ 本数
運行   

8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

5日
一般車両  
混在区間＋
自動運転車 
専用区間

あり 6本

平日 自主運行  
（気良線） ‐ 3本

※日曜・祝日は運休

＋予備日1日

運行
日数 運行    乗車

ﾓﾆﾀｰ 本数
運行   

8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

5日
一般車両  
混在区間＋
自動運転車 
専用区間

あり 6本

平日 自主運行  
（気良線） ‐ 3本

※日曜・祝日は運休

＋予備日1日
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